日本教育メディア学会年次大会
Annual conference on Educational Media
（1行あける）
小柳  和喜雄*、鈴木  克明**

Wakio OYANAGI*、Katsuaki SUZUKI**

関西大学*、熊本大学**
Kansai University*、Kumamoto University**

（1行あける）
要約：本研究では、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○に着目し、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○の方法を用い、○○○○○○○○○○を明らかにしている。（ここに要約を書く。３００字程度）
キーワード：  情報教育、質的研究、実験研究、小学校、・・・・（５個以内）

（1行あける）

１．原稿の規則
・枚数は一般研究は2枚、課題研究は４枚
・余白は、上＝30ｍｍ、下＝20ｍｍ、左右＝20ｍｍ

・タイトル：Pゴシック16ポイント、見出し：ゴシック10.5ポイント程度、本文：明朝体10.5ポイント程度、英字：Century
・和文と英文の表題・名前・所属、要約、キーワード（5個以内）

・A4サイズ、1行の文字数は横22字～23字、縦42行～45行の2段組み

・締切は必ず守ること
・ワード形式およびpdf形式の原稿をメールで送付してください
２．研究の目的

本研究の目的は、問題の所在で指摘したことから導かれる２つの仮説：

仮説（１）「・・・・・・」及び仮説（２）「・・・」を実験的に検証することによって、○○○○○○を明らかにすることである。

３．研究の方法

（１）被験者

公立小学校５年生２クラス（36名、・・・）・・・を、統制群（C群、36名。男子18名、女子18名）と実験群（E群、38名。男子19名、女子19名）の・・・。

図１　実験計画の概要

（２）実験機材

事前調査問題、○○○○○○○○実験教材のためのコンピュータ用ソフトウェア、・・・など実験
表１　実験の手続きの概要

	
	年月日
	内容
	要点

	１
	・・・
	・・・
	・・・

	２
	・・・
	・・・
	・・・


表１は、○○○○など、実験の手続きの概要である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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（2文字程度あける）








1
1

